
血内136

Rp 形態 ﾙｰﾄ 薬剤名 投与量 時刻・コメント -7 -6 -5 -4 -3 -2 -1 0

1 CV 側管 ｸﾞﾗﾆｾﾄﾛﾝﾊﾞｯｸﾞ 1mg 30分かけて

アロカリス 235mg

2 CV 側管 ｸﾞﾗﾆｾﾄﾛﾝﾊﾞｯｸﾞ 1mg 30分かけて ↓ ↓ ↓ ↓↓ ↓↓ ↓↓

3 CV 側管 エトポシド注 15mg/kg
3時間かけて

シリンジポンプ ↓ ↓

4 CV 側管 エンドキサン 60mg/kg 3時間かけて

生理食塩液 500ｍL

5 CV 側管 ウロミテキサン 24mg/kg 30分かけて

5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 50mL ｴﾝﾄﾞｷｻﾝ投与時

6 CV 側管 ウロミテキサン 24mg/kg 30分かけて

5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 50mL
ｴﾝﾄﾞｷｻﾝ投与

4時間後

7 CV 側管 ウロミテキサン 24mg/kg 30分かけて

5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 50mL
ｴﾝﾄﾞｷｻﾝ投与

8時間後

8 TBI 1日2回　1回2Gy ↓↓ ↓↓ ↓↓

9 移植 ↓

1コース=8日間

～MEMO～

・催吐ﾘｽｸ4(90%以上)

・エンドキサン　高齢者減量

・ウロミテキサンは、エンドキサンの４０%量を1回量とする。

・day-3～-1のグラニセトロンはTBIの各照射30分前より点滴静注（1日2回）

血液内科

移植前処置

VP16+CY+TBI

科名

対象疾患名

プロトコール名

↓ ↓

↓ ↓

↓

↓ ↓

↓ ↓

Biology of Blood and Marrow Transplantation 14:568-575(2008)
急性リンパ性白血病患者に対する中等量VP-16、シクロフォスファミド、全身放射線照射(Medium-dose VP/CY/TBI)前
処置を用いた同種造血幹細胞移植法の有用性の検討


